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審   査   の   要   旨 
  
本研究では、インスリン抵抗性発症のメカニズムに関与すると考えられる新規ミトコンドリ
ア外膜タンパク質 mitoNEETおよびグルココルチコイドシグナル活性化酵素 11β-hydroxysteroid 
dehydrogenase type 1（11β-HSD1）に作用する新規低分子化合物を合成し、これらが 2型糖尿病
モデル動物の糖尿病症状を改善させることを実験的に示した。これらの着想と成果は、糖尿病
の発症機構を解明しようとする基礎研究領域において独創性に秀でており、学問的価値が高い。
さらに、mitoNEETと 11β-HSD1が 2型糖尿病や肥満の新規治療標的となる可能性を強く示唆し
ていることから、本研究の成果は糖尿病の治療研究の飛躍におおきく貢献すると判断された。 
 平成２８年２月１日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査
及び最終試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。
その結果、審査委員全員によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（生物科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
 
